
 

 

 

 

 

 

 

未来も前途羊々？ 

 2015 年の干支(えと)は乙未（きのとひつじ・いつび）です。 

ひつじ年が明けましておメ～でとうございます。 

●お正月と掛けて、浦島太郎の玉手箱と解きます。その心はどち

らも明（開）けると歳をとります。 

●ひつじ年なので、ウールのセーターを買った。商品説明の札に

はウール１００％と表示されていた。うちに帰ってよく見たら、

タグには綿 100％と書いてあった。「どうしてなんだ！羊頭狗肉で

はないか！」「その札は、ウールにつく虫どもを騙すためなんです」 

●「羊さん､羊さん どこへ行くの？」「ちょっと病院へ」 

「どこが悪いの？」「メェ～（目）」 

●毛糸の帽子・マフラー・手袋・セーターは、冬の生活ひつじゅ品

です？  

●ある男が、１１頭の羊を持っていた。この男には、三人の息子が

いた。 男は、羊を１／２を長男に、１／４を次男に、１／６を三

男に分けよ、 と遺言を残して死んだ。残された子供たちは、困っ

てしまった。１１は２や４や６では割れな いからだ。  

そこに、ある僧侶が、自分の羊を１頭連れてきて、これを使って分けるようにと言った。  

羊が１２頭になったので、長男は１／２で６頭、次男は１／４で３頭、 三男は１／６で２頭に分

けることができた。６＋３＋２＝１１で、１頭余ったので 僧侶は自分の羊を連れて帰った。  

あれ、最初から僧侶の１頭は要らなかったの・・・・？  

●眠れないときに羊を数えるのは、イギリスが発祥だといわれています。英語で羊のことを

「sheep」という、これが眠る意

の「sleep」と似ているため、暗示

をかける作用があるようだ。また、

「sheep」の発音が寝息に似てい

るから、「sheep」と言って息を

はく行為がリラックスできるから、

などの説もあります。羊のいる情

景を思い浮かべると牧歌的でリラ

ックスできるから、羊を数えると

いう単調な作業で眠くなるから、

といった説もあります。というこ

とは、日本語じゃダメ～！？ 
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ひつじさんを 

 かぞえているとねむくなり 

やみ（闇）にまよ（迷）ふ 

ゑほう（恵方）への 

ち（地）もこ（来）れぬ 

ゆめ（夢）はあけず 

 おきろ わら（笑）ゐだせ 

未年を寿ぎ「いろは４８文字」で詠みました 



羊のつく漢字（羊が何匹いるか？数えてみよう・・・数えているうちに眠らないように・・・） 

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

         

 
まだある・・・饈饍鐽鱔鱃・・・あわせて１１２文字ありました。ＺＺＺＺＺ 


